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辛子宮聖日一月二二&f主ー+・ 3何回

場骨

議

瞳

載

日
一
一
醐
単
車

農

業

者

商

工

業

者

の

枕

責

措

・

:

法

皐

博

士

神

戸

正

雄

純
限
界
生
産
力
説
:
・
:
・
:
;
・
:
:
:
文
事
博
士
高
田
保
馬

幕
末
に
お
け
る
幕
府
有
司
の
開
園
思
想
:
襲
撃
博
士
本
庄
築
治
郎

A
岡
山

±
=
u
 

日
・
湖
・
濁
一
一
一
角
貿
易
の
可
報
性
に
つ
い
て
:
-
絞
壁
土
博
士
谷
口
古
諺

時問

問

内

九

貨

幣

債

格

の

運

動

:

・

j
i
-
-
-

経
済
皐
士
飯
田
藤
究

所

得

概

念

よ

り

見

た

租

税

論

日

h
Zイ
士

島

恭

彦

日副

u
詰
問

再
び
保
険
債
額
に
つ
い
て
・
:
:
経
済
皐
士
佐
波
官
一
平

濁
逸
電
力
事
業
の
統
制
・
;
:
:
:
:
:
・
終
湾
皐
士
田
杉
競

牧
穫
遁
減
法
則
に
就
い
て

:
j
i
-
-
竺
尚
早
士
山
岡
亮
一

制

問

錘

蝋

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



日
・
満
・
問
団
一
一
一
角
貿
易
恥
可
能
性
に
一
勺
レ

第
阿
十
二
容

(} 

院

~!Jt 

h 
F、

場

論

日
・
満
・
濁
二
一
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
てノ弘、

Tr 

I :1 

辻
仁

官ま

回

~~ 

一
、
一
一
角
貿
易
の
傑
何

、
相
互
」
一
国
間
一
い
片
貿
易

七
二
一
角
貿
易
一
い
可
龍
村

側
、
一
て
角
決
淵
問
。
可
能
付

-
、
三
角
貿
易
の
係
件

最
近
ド
イ
ツ
の
経
済
視
察
国
キ

l
プ
氏
一
行
は
、
五
口
問
お
よ
び
浦
訓
闘
の
嘗
局
を
訪
問
し
て
、
彼
我
の
貿
易
調

整
に
つ
き
折
衝
を
重
ね
つ
〉
あ
る
。
恐
ら
く
ド
イ
ツ
の
希
望
す
る
所
は
、
満
洲
園
大
豆
の
最
大
の
顧
客
た
る
地
位

を
利
用
し
て
満
洲
固
へ
の
ド
イ
ツ
の
輪
出
を
促
準
せ
し
な
る
に
あ
る
と
想
は
る
〉
が
、
他
方
に
吾
圃
は
ま
た
ド
イ

ヅ
よ
り

E
額
の
輸
入
を
な
し
っ
、
あ
る
に
拘
ら
示
、
轍
入
管
理
を
強
行
せ
る
ド
イ
ツ
で
は
、
わ
が
商
品
を
自
由
に

轍
入
せ
し
め
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
三
園
の
聞
に
協
定
を
結
ん
で
三
角
貿
易
を
成
立
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
相
互
の
貿

易
は
著
し
く
調
整
さ
れ
る
の
で
な
い
か
と
い
ふ
問
題
が
お
こ
っ
て
き
た
。
こ
の
機
舎
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
岡
問

の
三
角
貿
易
が
果
し
て
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
で
、
如
何
な
る
程
度
に
可
能
で
あ
る
か
等



今
に
つ
き
考
察
し
て
見
だ
い
。

そ
れ
に
先
だ
ち
問
題
を
一
般
的
に
考
察
し
て
、
も
と
/
¥
一
-
一
角
貿
易
な
る
る
の
は
、
如
何
な
る
場
合
に
如
何
な

す
で
に
他
の
機
舎
に
論
ぜ
る
如
〈
、
三
角
貿

る
保
件
に
お
い
て
、
成
立
す
る
色
の
で
あ
る
か
を
考
へ
て
見
た
い
。

日
押
は
交
換
貿
易
(
出
血
ユ
叩
『
国
3EH])
の
成
立
し
が
た
き
場
合
に
、
そ
の
代
替
策
と
し
て
考
へ
得
ら
る
3

も
の
で
あ

る
o

忍
ば
最
初
こ
れ
を
車
な
る
理
論
上
の
考
察
か
ら
出
購
買
し
て
、
そ

ω
可
能
な
る
所
以
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
炉

そ
の
後
に
至
り
現
貨
の
問
題
と
し
て
峡
洲
諸
闘
に
散
見
す
る
に
軍
り
、

ん
ー
ま
た
苦
闘
に
お
い
て
羽
賓
の
問
題
と
な

け
て
求
た
こ
と
ぽ
、

四
日
論
を
師
究
寸
る
も
の
k

欣
快
に
構
え
ダ
る
所
ど
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
日
間
貿
リ
伸
一
と
日
満
貿

J
M
L
L制
効
4
1
1
m
k
I
、

{
I
1
4
J
i
l
l
 
ザ

l
A
J作
弘
司

J
t
L
I
T、
i
H
V
E
i
L
P
4
》
、
、
こ
'
・

4
3
1
J
)
J
'

〆

-

-

}

f
、fit--イ
I

、
!
i
i
f
-
-【

d
f
h
f
t
F
L
1
4
J
4
5
二

W
F
v
'
j
ノノ!?、，
y
d
7
Z

いしょ
J

一

て
調
整
す
る
に
は
多
〈
の
困
難
が
あ
る
。
ぞ
こ
で
之
に
代
っ
て
調
整
機
能
を
有
す
る
他
の
方
法
と
し
て
、
一
二
角
質

川
均
が
現
貫
の
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
臨
め
て
品
同
然
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
三
角
貿
易
は
、
た
ぎ
単
純
に
バ
ー
タ
ー
制
の
成
立
し
え
ざ
る
片
貿
易
の
三
闘
を
粒
し
来
つ
で
も
、

必
や
し
色
そ
の
聞
に
成
立
し
う
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
が
成
立
を
可
能
な
ら
し
む
る
た
め
に
は
、
他
に
重
要
な

る
俊
件
が
あ
る
。
印
ち
抽
象
的
に
言
へ
ば
、

一
二
開
聞
の
片
貿
易
の
方
向
が
、
調
整
を
可
能
な
ら
し
む
る
方
向
に
向

っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
詳
言
せ
ば
、

A

・B
-
C
一
一
一
闘
の
問
に
二
一
角
貿
易
の
成
立
し
う
る
た
め
に
は
、
そ
の
片

貿
易
の
方
向
が
、

八
か
ら
B
ヘ、

B
か
ら
C
へ、

c
h
y
ら
A

へ
と
同
じ
方
向
に
向
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従

っ
て
之
を
個
々
の
岡
に
就
て
言
へ
ば
、

A
は
C
か
ら
入
超
で
あ
る
と
同
時
に
B
へ
は
出
超
で
あ
り
、

B
は
A
か
ら

日
・
満
・
碕
=
一
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
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日
・
満
・
積
三
角
貿
易
の
可
龍
性
に
つ
い
て

第
四
十
ニ
巻

四

第

放

六
O

入
超
で
あ
る
と
同
時
に
C

へ
は
出
超
で
あ
り
、

C
は
B
か
ら
入
超
で
あ
る
と
同
時
に
A

へ
は
出
超
で
あ
る
と
い
ふ

関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
反
封
に
A
が
C
か
ら
ス
超
で
あ
る
と
同
時
に
、

B
か
ら
も
入
超
で
あ
る
と
い
ふ
が
如

¥

a

幸
、
同
じ
方
向
へ
の
片
貿
易
が
何
れ
か
の
一
聞
に
あ
る
場
合
に
は
、
三
角
貿
易
は
成
立

一
し
え
な
い
じ
例
へ
ば
苦
闘
が
様
洲
に
到
し
て
入
超
で
あ
り
、
同
時
に
米
闘
に
謝
し
で
も

:
2
4
J
1
J

占

1
1

ノ

『

印

』

」

H
2
3

ノ

)

可

カ
官
ピ
ト
仁
川

ztτ
日

μ
走
マ
d
f
J

同
時
に
誠
川
け
い
じ
出
、

L
て
λ
鵡
J

じ
め
J
J

に
と
し
て
も
、

自
/
蘭
印
が
濠
洲
に
劃
し
て
出
超
闘
係
に
あ
ら
r
d

る
以
上
は
、
三
角
貿
易
一
は
成
立
し
な
い
じ

九
日
骨

j

J

B

¥

 
こ
う
で
は
姑
ら
く
出
超
ま
七
は
入
超
の
量
的
関
係
を
度
外
税
し
た
が
、
勿
論
こ
の
畳

的
関
係
を
無
脱
し
て
は
成
立
し
な
い
c

理
想
的
に
は
、
右
の
出
超
ま
に
ぽ
入
超
の
把
針
額
が
、
例
へ
ば
何
れ
も
二

億
固
と
言
ふ
が
如
〈
に
、
互
に
一
致
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
場
A
口
に
輸
出
お
よ
び
輸
入
の
絶
封
額
が
、
そ

れ
ん
¥
に
一
致
す
る
こ
と
は
、
必
や
し
も
必
要
で
は
な
い
c

た
ザ
〉
そ
の
一
差
額

ω
一
致
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
o

即
ち
こ
の
場
合
に
は
三
角
貿
易
の
制
整
機
能
は
殆
ん

E
完
全
に
達
せ
ら
れ
る
。
併
し
な
が
ら
入
超
額
k
出
超
額

と
が
何
れ
も
一
致
す
る
が
如
き
は
、
現
買
に
は
殆
ん
ど
望
ま
れ
な
い
。
こ
の
間
に
相
違
の
存
す
る
だ
け
理
想
的
調

整
か
ら
は
遠
.
ぎ
か
る
け
れ
ど
も
、
不
完
杢
な
が
ら
も
三
角
貿
易
は
成
立
し
う
る
。
帥
ち
こ
の
間
超
・
入
超
の
差
額

の
大
小
が
、
三
角
貿
易
の
成
立
し
う
る
可
能
性
の
尺
度
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
成
立
す
る
コ
一
角
貿
易
の
調
整
機
能

の
程
度
を
測
定
す
る
尺
度
で
あ
る
。



か
く
の
如
き
慌
伴
を
具
ふ
る
三
岡
聞
の
貿
易
は
、
現
買
に
は
飴
h
ソ
に
多
く
存
在
す
る
色
の
で
は
な
い
。
然
ら
ぱ

恰
か
も
日
・
渦
・
濁
の
貿
易
閲
係
は
、
此
の
如
き
理
想
的
状
態
に
お
い
て
ヲ
は
な
い
に
し
て
色
、
不
完
全
な
が
ら
も

三
角
貿
易
の
成
立
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、
概
言
せ
ば
吾
闘
は
澗
遁
に
卦
し
て
入
超
で
あ
る
と
同
時
に

満
洲
岡
へ
は
出
超
で
あ
る
か
、
満
洲
闘
は
五
口
聞
に
劃
し
て
入
超
で
あ
る
と
同
時
に
濁
逸
へ
は
出
超
一
で
あ
る
か
、
濁

遁
は
満
洲
聞
に
封
し
て
入
超
で
あ
る
と
同
時
に
苦
闘
へ
は
出
超
で
あ
る
か
、

ま
た
ぞ
れ
が
ど
の
程
度
に
可
能
で
あ

る
か
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
か
、
こ
れ
が
本
論
に
お
い
て
研
究
さ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

か

t
の
畑
:
五
日
々
の
意
味
す
ア
仙
一
一
一
角
貿
易
と
は
、

J

J

一
国
一
聞
の
貿
易
協
定
に
よ
っ
て

h

相
手
岡
と
の
貿
易
不
均
衡

，
.

)

h

L

一
H
:
F
J
'
J
:
l
.

を
り
だ
広

d
t
仁
科
ボ

l
お
力
泊
[

一
同
へ
い

λ
品
川
や
一
他
闘
〈
の
出
超
仁
よ
っ
て
調
整
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
c

印
ち
貿
易
統
制
の
一
方
法
と
し
て
の
貿
易
協
定
の
問
題
で
あ
る
。

然
石
に
之
と
は
異
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、
コ
一

角
貿
易
な
る
詰
は
古
く
か
ら
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
最
も
早
く
「
三
角
貿
易
』
の
用
語
の
用
ひ
ら
れ
た
一
例
左

し
て
、

一
八
八
七
年
に
第
一
版
を
出
し
た
】
wgzu-m

次
の
如
き
一
文
が
あ
る
o

の
『
間
際
貿
易
論
』
に
は
、

『
三
つ
の
貿
易
関
X
Y
Z
に
お
い
て
、

X
は
Y
に
封
し
て
:
・
:
輸
出
超
過
を
も
ち
、
ー
は
同
様
に
X
に
聾
し
で
輸
向
超
過
を
色
ち
、

Z
は
ま
h
L

-
い
ま
記
越
し
た
る
が
加
き
場
合
は
、
=
-
角
貿
易

(
Z
E
m
z
Z
Z含
γ
と
し
で
知
ら
れ
で

ゐ Y
る に
』日野

し
て

輸
出
超
過
を
色
てコ

と
が
あ

っ

。

た
V

こ
れ
丈
け
で
は
、
吾
ι
干
の
意
味
す
る
三
角
貿
易
と
殆
ん
ど
大
差
な
い
か
に
見
え
る
。
併
し
な
が
ら
こ
の
場

合
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
自
由
貿
易
の
下
に
お
い
て
Y
あ
り
、
三
園
聞
の
一
協
定
に
よ
っ
て
統
制
的
に
之
を
維
持
ぜ
ん

日
・
瀦
・
濁
一
一
一
角
貿
易
の
可
龍
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
巻

四

第

5席

穴
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日
・
満
・
濁
一
一
↓
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て
・

第
内
十
一
，
巻

第
二
杭

ム，、

問

問

と
す
る
場
合
と
は
自
ら
異
な
る
の
み
な
ら
や
、
問
題
の
意
味
が
専
ら
岡
際
牧
支
の
決
構
方
法
と
し
て
、
従
っ
て
ま

た
魚
替
決
捕
の
問
題
と
し
て
考
察
せ
ら
れ
、
貿
易
均
衡
の
問
題
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。
こ
の
二
輪
に
お

い
で
五
口
今
の
問
題
と
す
る
-
一
一
角
貿
易
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
c

最
近
岡
際
締
盟
ま
た
は
外
岡
諸
愚
者
の
問
に
朋
び
ら
る
、
一
一
一
角
貿
易
な
る
語
も
ま
た
、

{手
百~

右[
の
aロ、
味

jlf 

同
へ
ぽ

-vRE=
戊
の
定
義
に
従
¥
ぱ
、
一
一
同
の
一
三
角
貿
易
と
ほ
:
一
議
二
一
諸
岡
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
決
構
き
れ

)

3

h

R
ロ
二
払
日
閉
じ
-
り
司
法
英
り
向
山
T
p
b
J
5

一一

L
l
ふ
。

〆
ι
ι
J
f
u
J
F

一日一一日
E
F
【
/
し
v
o
t
J

一叫，h
L

6

耳-一
E

H

F

-

r

L

〆
自
I

L

-

-

u

d

ヲ
セ
円
υ
一
章
長
土

4

経一ハヨ
l
d
司
F
「
同
叫
乃

'
7
1

-
(
-
J
E
-
-
E
(
』

I
1
j
J
E
F
(

人
地
諸
問

か
ら
の
入
超
は
、
出
超
諸
岡
へ
の
出
超
を
も
っ
て
決
構
し
う
る
か
ら
、
例
へ
ば
前
者
の
組
計
が
四
億
ド
戸
、
後
者

の
純
計
が
六
億
ド
戸
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
闘
の
一
二
角
貿
易
は
後
者
を
も
っ
て
前
者
を
決
掛
し
う
る
総
額
八
億

ド
U
F

で
あ
る
と
い
ふ
む
却
も
こ
の
場
合
で
も
問
題
は
一
闘
の
闘
際
牧
支
の
決
構
方
法
に
関
聯
す
る
。
従
っ
て
五
口
や

が
さ
さ
に
考
察
せ
る
三
角
貿
易
成
立
の
僚
件
の
如
き
は
、
こ
、
で
は
問
題
で
な
い
。
例
へ
ば
第
二
闘
と
第
三
聞
と

が
如
何
な
る
貿
易
闘
係
に
あ
る
か
の
如
き
は
、

こ
の
貼
で
も
併
今
の
言
ふ
一
一
一
角
貿
易
と
は

金
〈
問
題
で
は
な
い
。

異
な
る
こ
と
が
剣
る
。

か
く
し
て
二
宇
角
貿
易
な
る
語
を
陸
一
〈
解
す
る
な
ら
ば
、

お
よ
そ
次
の
如
き
三
義
が
含
ま
れ

る。

「
(
貿
易
上
の
収
支
決
潰
(
王
者

E
氏
の
謝
ふ
狭
義
の
一
一
一
角
貿
易
)

一
二
角
決
済
{

二
一
角
貿
易
(
康
義
)

4

-

貿
易
内
外
の
収
支
決
済
(
同
氏
の
詞
ふ
康
義
の
三
角
貿
易
)

F

一
一
一
角
貿
易
(
狭
義
)

E

蓋
に
問
題
と
す
る
三
角
貿
易

Lea!!ue of Nations. Review of ¥Yorld Trade， I935~ p. 20. 
藤井茂氏、三角貿易の概念(凶民総消雑誌60の1)
A. R.Upgren， Triangular T1Ude (The Journal of I?o:iitical 1<化。nOln)'・
Oct.，1935， p. 658.) 
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二
、
相
互
二
国
聞
の
片
貿
易

日
濁
聞
の
片
貿
易

日
湖
聞
の
貿
易
一
は
、
周
知
の
如
く
著
し
き
片
‘
貿
易
で
あ
る
。

い
ま
第
一
表
に
つ
い
て
昭
和
元
年
以
来
の
最
近
十

年
間
に
つ
い
て
見
る
に
、
十
ヶ
年
平
均
に
お
い
て
、
輪
出
一
千
三
百
寓
聞
に
劃
す
る
轍
入
一
億
一
千
四
百
寓
聞
、

平
均
入
超
一
億
百
再
同
と
な
り
、
最
近
三
ヶ
年
平
均
に
お
い
て
も
、
輪
出
一
千
九
百
高
闘
に
劃
す
る
輸
入
一
億
八

百
寓
問
、
平
均
λ
超
八
千
九
百
高
闘
を
示
し
て
ゐ
る
。

こ
の
著
し
い
片
貿
易
は
、

最
返
や
、
〉
緩
和
さ
れ
る
の
傾
向

に
は
あ
る
が
、
併
し
之
を
自
然
に
放
任
し
て
は
、
近
き
将
来
に
お
い
て
著
し
く
調
整
さ
れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

車ヶ草IJ剖臼ぬ

EIE 
!U5111415111 

iijJillij! 

日品ζ/0.-ト伊l

2手不全，1 13，2791 114，4791 

最近三ケ 1ft 1>. o!守山勾同

年手町一ニニユ」ニ，.'''''釦

~~一-f
昭和 1 .-]:J7，州 ι五

-120.何品 !I. .11 

4 一以日2，

Ij;l:i:1;::j j 
l噛i過品去十ケ引山n削'。伺白川川 l山
陣 2千F均一山'

日犠設近三ケ n 1'''，[ 1'0 川

年 2平F均 一。凹>，叩'バ且川 '"肝J 

入

i晦ー表

肝i早世 1 

2 

質

4 

0 

然
ら
ば
何
ら
か
の
貿
易
協
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
、
統
制
的
に
雨
岡
聞
の
片
貿
易
を
調
整
し
う
る
か
、
例

へ
ば
吾
闘
の
卦
濁
轍
入
を
著
し
く
制
限
す
る
か
、

ま
た
は
針
濁
輪
出
ぞ
著
し
く
促
進
し
う
る
の
方
法
は
な
い
か
、

吾
闘
の
封
濁
轍
入
品
は
第
二
表
に
示
き
る
う
如
く
、
園
内
産
業
に
と
り
必
要
な
る
生
産
手
段
で
あ
る
か
ら
、
之
を

著
ル
く
制
限
す
る
と
き
は
、
岡
氏
経
梼
の
犠
牲
ヤ
」
免
れ
得
な
い
性
質
の
'
も
の
で
あ
る
。

ま
に
卦
濁
輪
出
を
著
増
せ

日
・
満
・
尚
一
一
一
角
貿
易

ω
可
詑
性
円
い
つ
い
ず

第
阿
十
二
審

~!l 

3-1 

tf; 

.~~'t 

ノ、



日
・
浦
・
濁
三
角
貿
易
の
可
龍
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
巻

問

"、

第

誠

p、
周

し
ヤ
る
こ
と
も
、
極
端
な
る
輸
入
制
限
を
試
み
一
つ
〉
あ
る
ド
イ
ヅ
の
一
現
収
に
お
い
て
殆
ん
ど
困
難
で
J

の
る
c

卸
ち

吾
固
と
し
て
は
ド
イ
ツ
に
卦
し
て
強
〈
貿
易
一
調
整
を
要
求
す
べ
き
立
場
に
あ
る
が
、
併
し
現
実
に
お
い
て
は
、
皐

に
二
園
聞
の
問
題
と
し
て
は
、
所
期
の
効
果
診
期
待
し
が
た
き
股
態
に
あ
る
。

三ケ炉|其他共創
平 i~ I言|‘に封す

lる%

1.，(>211 

!WI 

(i5S 

(i4S 

Ii 171 
r;4sl 

ιn!1 

'1.68! 

44~11 
目1111 1.6 

¥:681 1. 

1側1.0

r661 19品1I11 100.01 

22，840 21.01 

22.'14目 20.61

1O，li3ol 9.71 

5ι37 5.2 

1，(160 1.0 

08，?32 100.0 
'~， __n..._ー}

日窃主要貿易品

要

輸

第二表

昭和八年昭和九年:昭和十制
(1933) I (19:34) 1 (1935) I 

8861 1，4051 2，588 
1471 1，24倒 1，360
294152引 1，146
:3621 7旧制 867 

4801 537 

:lD2: 542 

4141 636 

739i ;]70 

6911 280 

1871 270 

1571 428 

146: 

834 

702 

48品

296 

360 

474 

220 

226 221 

12O，817!1 

15，978 
24.962 

6，942 

5，217 
984

1 

竺出

機械及部分品

鍛 類

硫安

染 料

電系機 械

其他共令計

主
要
輸
入
国
叩

日
満
聞
の
片
貿
易

日
満
貿
易
は
昭
和
四
年
ま
で
は
存

|剖
0) 

Hl 
ilii 
~~:' 
ノT;:

[ノ

ç~) 

"町

そ
れ

以
後
の
こ
と
に
満
州
闘
の
潤
立
以
後

は
、
劃
浦
輪
出
の
増
加
よ
ち
も
封
満

聡
入
の
増
加
の
著
し
き
た
め

F

に
、
著

し
き
入
超
を
示
す
こ
と
〉
な
っ
た
。

最
近
三
ヶ
年
の
平
均
に
お
い
て
、
輪

出
一
億
五
百
高
園
、
輸
入
一
億
六
千

七
百
高
閣
、

平
均
入
超
六
千
二
百
高

国
を
示
し
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
こ
の
片
貿
易
は
、
之
を
自

然
に
放
任
せ
ば
自
ら
調
整
3
る
べ
き



第 三 奈

ー

出 l輸入

昭和 1 :36.0千9円5 

2 55，:H7 45，15:3 
。-〉、 69，128 ßl~745 

4 04，772 00，577 
。 :15，o76 45，187 

日 11，874 41，948 
問j 25，M|  ~)1 ，;j70 

8 82，071 147，89向。107，15J 164，209 

10 I 126，0451 101，005 

EL164586!85抑

年子均ケ1 105，0891 167，704 

j~ 易(業 繍 I田F久をるI∞稿

酬 |+id2 ! + 10，1641 122.5 

日+7，:18:3] 112.0' 

4 I -1- 14，1051 128.1 

.s I - 9，6211 78.7 

8 - 30，074 28.:3 

50.:3 

8 ! - 65，.'327 5~戸J 目。"

9 I - 57，058 65.:3 

10 I - 64，960 66.( 

治年会平十Z均I-18，9541 77，3 

最年近苧ー均ケI 白u<，山6151 62.7 

最近
十ヶ年目i南貿易

時
阿
川
守
川
ご
明
、
ノ
、
，
ラ
、

t
a
F
l
d
y
L
A
μ
 
一J
h
h
-

は
統
制
的
に
二
問
問
の
制
強
策
に
よ
っ
て
之
佐
橋
市
し
う
る
の
注
は
J

め
る
か
、
"号)~.
，~;rj 

お!

叩
川
枇
山
山
の
増
加
は
、

1

・q
q
r
L
一二

7

T

ん

E-
一行
U

一
一
段
落
を
告
げ
も

恕
掛
開
議
。
念
惑
に
惜
荘
一
日
成
せ
ま
る
聞
は
、

多
く
の
期
待
を
か

け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
第
二
に
卦
滴
輸
入
の
減
少
色
、
満
州
闘
と
の
特
殊
閥
係
と
輪
入
品
の
佳
質
上
よ
り
見

て
、
著
し
〈
減
少
す
る
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
。
結
局
こ
の
片
貿
易
は
之
を
自
然
の
推
移
に
放
任
せ
ば
、
な
ほ
今
後

五
日
闘
の
針
満
輸
入
念
制
限
す
る
よ
り

に
縫
韻
し
う
る
傾
向
に
あ
る
。
而
か
も
之
を
統
制
的
に
調
撃
せ
ん
と
せ
ば
、

外
に
方
法
は
な
く
、
之
は
雨
園
の
閥
係
上
宣
行
し
得
r
d

る
所
で
あ
る
。
却
ち
日
満
開
の
片
貿
易
も
ま
た
、
之
を
雨

岡
問
の
問
題
と
し
て
考
ふ
る
限
り
、
調
整
の
甚
だ
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

満
濁
閣
の
片
貿
易

満
洲
岡
'
Y
」
濁
逸
闘
と
の
貿
易
は
、
ま
た
著
し
き
片
賀
易
を
示
し
、
年
φ

に
満
洲
闘
の
出
超
を
示
し
つ
〉
あ
る
。

第
五
表
に
つ
い
て
、
最
近
三
ヶ
年
の
平
均
に
つ
い
て
見
る
に
、
針
濁
臨
出
五
千
四
百
寓
固
(
満
洲
岡
幣
)
に
卦
し
轍

日
・
満
・
渇
三
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
巻

四
二
七

第

2寓

宍
五



之あ
る 而

f'J-か し
し ら て
L 、封
楠輪濁
掛|入轍
岡制 出
の 限 ロEロ3 

針 の σ7 
猫極太
車食品百 宗
入 は
Ah 干子

、

lま (J: ゴー、
る 日.

主 、そ
と メI'" の
し 日 他
て の
機お製
械司 油
そ て E耳
()) き 料
他へ で
の

、
あ

生之 り
産 世ナ

、

手 著
F安 じ イ

で ~ 

あ 前日
lJ 限 と、

す り
今 る L 
日 事 (;1: 
0) lま 重
月先 困 要
態難 な
で で 食
tま あ 不ト
之 o ロ'"ロ
~ 

。
で

第四表 日 i繭 ::I? }l~ 貿易品

語Tγ』五押 |位其他二封共言すl

32，路dd d 4 4 10，94 

10，86 

10，51 

3，78 3.6 

3.5 

1，967 1.9 

1，917 1.8 

1，685 1.6 

1，432 1.4 

1，393 1.3 

985 0.9 

9B3 0.9 

105，0691 100.0 

52，3711 

28，881 17. 

28，536 17.0 

18，624 ¥1.1 

12，819 7.6 

2，260 

1，464 

847 

167，704 

一r""一一「圃
九守、川'fjj寸・年|

，60引 lH，162 

19f1' :主~， 965， 

， 55~1 ， :~()， f}us 

，960 lS，81:! 

，45日 18，708 

292 。，837

，35'1 1 ，;ll 0 

7か| 1，0.10 

311lJ91.005 

1昭和吋和
綿 織 物 21，6251 4C 

小豊島粉 9，3051 !j 

主砂 羽~， 1 6531 1 

多 j商 966

要縞織新， 1 3，0[19 

機械及部分品 ]，0s8 

輸畿製品 1，4581 1 

紙類 1，2871 1 

出 銭 6511 1 

毛織物 1，8601 1 

品木 材 7291 2 

メりヤス製品 1 ， ~221

陶磁器 531|1

其他共合計 ls川 m

豆類 I 45，342: 47 

主 i~l 槽 31 ，4801 31 

石炭 24，150， 3C 

要銑 t裁 18，101: 18 

輸

入硫 安 641:

鎖 f曲 1，729'
品皮 類 798

其他共合計 i147，8判164

， :2 5~! 

，08il 
，084 
902 

，6日]

:i5，7321 

14，441) 
1l，528 

1，196 
:~， 627 

:;，607 

:~~J562 

:~~， 582 

;!，562 

Jl，a96 

Jl，095 

.l，033 

Jl，179 

第五衰最近三ヶ年満局tZ易"

満Jt洲Tこ園るよ 9 I 輸出 輸入 差縮寄liLFt 1J~、tQriT輸10出0 近 出 入
し、 超 tま
。

四 九大 1(1932) 73，945 õJï69+68Jl~;.[) ].， ~~8 1. 8 

千 百
同宣(1933) 66 ， !~δï 10 ， 571+5~) ， 781) s2i.白 五 高

震1(193-1)1 53，310即糾40，S:!. j!26.9 百寓 国l、

三ヶ年平均|則5
国l平

9，608+44，9:!:9 ，;68.1 
均

。大同元年二年は第二次満洲帝l端1f-報 P.49に掠り 庶 h~~元年二年lま満洲圏外
園貿易統計月報に掠る。

日
・
満
・
街
三
角
貿
易

ω可
能
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
容

四

丹、

第

由主

六
六



l喪(徳:元;4年|l| 三ヶ年 I 其計他に共封合す
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第

一

日

一

立

川

夢

生

子

餅

知

子

米

三

十

剣

劇

具

ロ

剛

艇

一

時

昌

一

応

偏

向

一

三

十

一

塗

工

誕

船

誠

一

汁

一

一
川
た
一

1

J

F

一

品

一

料

械

1
桶
日
一

E

一

一

滴

見

一

大

豆

蕎

洛

大

芳

一

旦

胡

小

清

一

一

銭

染

機

毛

車

一

一

一
U
E
E
ーか
luh
一

i摘濁主要貿易品三J

三巨

輸

日

ロロ

要

出

に
放
任
し
て
も
、
持
ま
た
統
制
的
に
調
整
し
て
も
、

著
し
く
増
進
せ
し
か
る
こ
と
も
困
難
で

あ
る
o
却
も
楠
猫
聞
の
片
貿
易
も
ま
た
、

、
之
を
翠
な
る
二
闘
問
の
問
題
と
し
て

lま

ド
イ
ヅ
側
の
希
望
と
努
力
に
拘
ら

ゃ
、
著
し
く
之
を
調
整
す
る
こ
と
は
容

日
閣
で
な
い
こ
と
が
判
〆
る
。

一
一
創
盟
副
制
の
可
能
馳

日
浦
・
日
掛
・
尚
樹
ぞ
れ
/
¥
の
二
岡

貿
易
は
、

か
く
の
如
く
著
し
き
片
貿
易

に
あ
り
、

旦
っ
こ
の
関
係
は
之
を
自
然

二
閏
間
で
は
容
易
に
均
衡
に
近
づ
き
得
.
ぎ
る
肢
態
に
あ
る

Q

然
ら
ば
こ
の
三
つ
の
片
貿
易
は
果
し
て
三
角
貿
易
の
可
能
な
扶
態
に
あ
る
か
、

日
浦
貿
易
は
約
六
千
寓
困
の
日
本
の
入
超
、
日
調
貿
易
は
約
九
千
寓
園
の
日
本
の
入
超
、
浦
湖
貿
易
は
約
四
千

五
百
高
園
の
満
洲
の
出
超
宏
一
不
し
つ
う
あ
る
こ
と
は
、
前
節
に
検
討
せ
る
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
乙
の
片
貿
易
の
方

向
は
、
最
初
に
検
討
し
た
る
三
角
貿
易
の
僚
件
を
共
へ
て
は
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
日
本
は
満
洲
闘
へ
も
猫
逸
岡
へ
も

日
・
減
・
濁
三
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
袋

gg 

九

大
七

第

由民

満洲圏外|調貿易統計月半世に擦る。2) 



日
・
満
・
抑
制
三
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
間
十
二
巻

四

ζ〉

第

盟主

六
人

入
超
で
あ
り
、
満
洲
闘
は
日
本
へ
も
濁
逸
へ
も
出
超
で
あ
る
。
卸

t
入
超
ま
た
は
出
超
が
一
定
の
方
向
に
向
っ
て

ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
謝
で
は
た
Y
濁
逸
固
だ
け
が
、

ゃ
、
〉
掛
保
件
の
下
に
あ
る
。
却
す
り
濁
逸
は
日
本
に
劃

し
て
九
干
高
聞
の
出
超
を
も
ち
、
満
洲
聞
に
劃
し
て
四
千
五
百
高
周
の
入
超
を
有
す
か
ら
、
こ
の
出
超
と
入
超
と

や
}
可
ノ
ン
ク
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で

J

の
る
。
五
口
閣
と
満
洲
岡
と
に
は
こ
の
傑
件
が
な
い
。

そ
れ
故
に
本
来
は
日
・
硝
・
調
の
ゴ
一
ケ
聞
に
は
殿
需
な
意
味
で
の
ゴ
一
角
貿
易
改
行
は
れ
難
い
状
態
日
め
る
。
た
ゾ

苦
闘
と
満
洲
聞
と
の
特
殊

3
凋
係
に
蘭
み
、
民
つ
庄
川
悶
日
貿
易
一
が
今
日
や
〉
徐
州
J

の
み
抗
践
に
め
円
心
的
ド
一
糊
み
て

M

五
口
闘
が
進
ん
で
或
税
度
の
譲
歩
ま
た
は
犠
牲
を
思
ぷ
に
お
い
て
は
、
必
?
し
・
包
会
〈
不
可
能
と
い
ふ
わ
け
で
は
な

ぃ
。
印
ち
偲
h
ノ
に
次
の
如
く
考
へ
る
。

吾
岡
が
犠
牲
的
譲
歩
を
な
し
て
、
調
満
入
超
も
卦
濁
入
超
も
ほ
て
今
日
の
ま
、
に
存
摘
す
る
こ
と
を
認
め
た
と

す
る
。
即
ち
尚
洲
悶
こ
と
に
濁
逸
岡
に
卦
す
貿
易
求
償
樺
を
放
棄
し
た
と
す
る
。
然
る
時
山
当
一
口
ふ
ま
で
色
な
く
三

角
貿
易
は
成
立
す
る
。
而
し
て
そ
こ
で
は
満
州
闘
は
否
岡
へ
の
出
超
六
千
高
固
を
一
認
め
ら
れ
、
濁
逸
園
へ
の
出
超

四
千
五
百
高
閣
を
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
殆
ん
ど
問
題
は
な
い
。
問
題
は
寧
ろ
調
逸
闘
の
側
に
め
る
。

濁
逸
闘
は
右
の
場
合
に
お
い
て
、
日
本
へ
の
出
超
九
千
寓
闘
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
〉
に
は
問
題
は
な

い
炉
、
た
Y
満
洲
聞
か
ら
の
入
超
四
千
五
百
寓
固
を
そ
の
ま
〉
に
認
め
う
る
か
否
か
、
こ
の
入
超
の
原
因
は
主
と

し
て
岡
氏
保
健
上
に
重
要
な
る
食
料
品
の
轍
入
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

且
つ
之
を
引
合
ひ
に
恰
か
も
倍
額
の
吾
悶

へ
の
出
超
を
認
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
濁
逸
に
と
っ
て
も
困
難
で
は
な
か
ら
う
。
吾
闘
は
之
に
よ
っ
て
直



棲
に
は
事
色
得
司
令
所
は
な
い
。
た
YJ

満
洲
闘
の
濁
逸
轍
出
を
碓
保
せ
し
め
ん
が
急
め
に
、
少
く
と
も
今
日
の
股
態

を
も
っ
て
満
足
せ
ん
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

然
ら
ぱ
限
り
に
右
の
却
さ
三
角
貿
易
を
協
定
す
る
と
せ
ば
、
そ
の
内
界
は
如
何
な
る
規
定
を
八
百
h
u
ぺ
き
か
、
勿

論
こ
の
貿
易
協
定
も

つ
の
数
量
協
定
に
は
相
違
な
い
が
、

之
を
主
要
な
貿
易
商
品
の
物
量
に
お
い
て
規
定
す
る

か
、
ま
な
は
全
瞳
'
と
し
て
の
債
額
に
お
い
て
規
定
す
る
か
、
三
問
題
と
な
る
。
之
を
決
定
す
る
標
準
に
は
、
貿
易
商

日
聞
の
集
中
的
か
分
散
的
か
ヌ
重
要
で
あ
る
。

二
闘
の
貿
易
が
僅
か
に
一
一
一
の
向
品
に
集
中
ぎ
る
〉
場
合
に
は
、
ヲ
ぞ

の
前
日
間
の
物
量
に
お
い
て
協
定
を
成
立
せ
し
め
う
る
が
、
多
数
の
尚
H
m

に
分
散
す
る
場
合
仁
は
、
総
括
的
な
償
額

に
よ
品
規
定
と
な
る
傾
山
が
つ
よ
い
。

日
川

-
f
w
h
H
a
市
別
二

1い
ご
'
と

H
H
:
、

副

U
1
1
}
1
J
M叫
ん

ιJぃ
1
1
ク
寸
i
d
t
寸
μ
丸

舛

{

日
子
わ
一
一
一
同
相
互
間
の
貿
易
d
、
大
曲
豆
一
}

一

n
h
u
u
t

お
い
て
分
散
性
つ
よ
く
、

に
Y
浦
湖
聞
の
貿
易
一
に
お
い
て
可
な
り
の
集
中
性
?
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

日
調
貿
易
に
つ
い
て
見
る
に
、
否
闘
の
劃
濁
輪
出
は
魚
油
及
鯨
油
の
八
、
コ
一
%
以
下
著
し
く
分
散
的

で
め
る
か
ら
、
卦
濁
輸
出
を
各
個
両
日
聞
の
物
量
に
お
い
て
規
定
す
る
が
如
き
は
、
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
之
に
比
す

第
一
に
、

れ
ば
劃
猫
輸
入
は
著
し
く
集
中
的
で
あ
っ
て
、
機
械
及
び
部
分
品
二
了

o
h、
錨
類
二

0
・
ム
ハ
叫
円
、
こ

ω
両
者
に

て
約
四
千
五
百
高
回
全
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
物
量
協
定
な
ら
ば
こ
の
一
二
商
品
が
問
題
で
あ
る
が
、

一
方
的
の
物
量

協
定
は
賓
際
に
は
困
難
で
あ
ら
う
o

結
局
日
調
聞
は
償
額
協
定
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
仮
り
に
過
去
三
ヶ
年
の

数
字
を
基
礎
と
し
て
算
出
せ
ば
、
謝
硝
輸
出
二
千
高
闘
に
劃
す
る
針
調
輸
入
一
億
闘
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
う
な
る
。

邸
ち
吾
闘
は
八
千
高
闘
の
入
超
を
是
認
す
る
わ
け
で
あ
る
。
固
よ
り
之
は
単
な
る
基
準
数
量
に
過
ぎ
示
、
貫
際
に

日
・
渦
・
濁
=
一
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
レ
て

第
四
十
二
巻

四

第

就

六
丸



日
・
満
・
濁
三
角
貿
易
の
可
龍
性
に
つ
い
て

ス
ラ
イ
ヂ
イ
ン
グ

は
之
を
基
準
と
す
る
仲
縮
数
量
を
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
封
濁
輸
入
一
千
高
岡
を
増
加
す
る
毎
に
、
劃
調

第
四
十
二
審

~Ll 

第

軍首

じ

O 

輸
出
二
百
寓
固
ぞ
増
加
し
う
る
が
如
き
で
あ
る
。

第
二
に
、
日
浦
貿
易
に
つ
い
て
見
る
に
、
割
満
輪
出
の
コ
二
・

0
り
は
綿
織
物
を
も
っ
て
占
め
、
小
婆
粉
・
砂
糖
・

姿
泊
は
各
今
一

O
μ
程
度
を
占
め
て
、
以
上
の
四
種
商
品
で
六

O
り
以
上
で
あ
る
か
ら
、
可
な
り
に
集
中
的
で
は

め
る

ま
に
羽
山
輸
入
は
一
比
類
二
了
e
-
M

戸、

l
f
h
J

副

i

出

汁
ロ
咽
川
町

d

I

じ。一一
j
i
、

f

j

-

p

t

 
石
炭
一
七
市

O
~
、
故
知

‘

y

、

一-一
J
パ

Jf;5 

月j

原
料
七
・
」
ハ
%
、

以
上
の
五
額
商
品
で
八
四
・

-
p
p
}
占
め
て
、

こ
れ
ま

7
可
h
J
r
b

り
に
集
中
前
で
あ
る
c

併
し
な
が

ら
何
れ
の
場
合
で
も
物
量
協
定
を
な
す
程
に
は
集
中
的
で
な
い
か
ら
、
こ
〉
で
も
債
額
協
定
と
な
る
べ
く
、
恒
り

に
過
去
の
数
字
を
根
按
左
せ
ば
、
劃
楠
輸
出
一
一
億
固
と
劃
満
聡
入
一
一
億
六
千
寓
闘
を
η
ノ
ン
ク
し
て
、
之
を
某
準
数

量
と
な
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

第
三
に
、
浦
濁
聞
の
貿
易
は
右
に
比
す
れ
ば
著
し
く
集
中
的
で
あ
る
。
硝
洲
闘
よ
り
濁
逸
聞
へ
の
輪
出
は
大
一
日
ム

七
六
・
二
%
、
一
旦
油
一

7
0
μ
、
ぞ
の
他
の
一
貝
類
・
落
花
生
・
大
麻
子
・
胡
麻
子
等
の
採
油
用
原
料
六
・
二
一

μ
、
こ
れ

等
の
製
油
及
び
原
料
に
で
九
一
二
・
六
Mm
を
占
め
、
か
つ
是
等
は
満
洲
固
に
と
っ
て
も
最
も
重
要
な
る
特
産
物
で
あ

る
。
ま
た
濁
遁
岡
か
ら
の
輪
入
口
叩
は
錨
鋼
四
三
・
一

μ
、
染
料
・
塗
料
二
ハ
・
一
%
、
機
械
工
具
一

0
・
0μ
毛
製
品

八
・
七
臥
戸
、
以
上
の
四
種
向
口
叩
佐
も
っ
て
七
七
・
九
%
を
占
め
、
輸
出
に
比
し
て
は
分
散
的
で
め
る
o

物
量
協
定
を

な
す
と
せ
ば
、
大
一
旦
そ
の
他
の
製
油
及
び
製
油
原
料
と
錨
鋼
・
機
械
・
染
料
類
と
を
り
ン
ク
す
る
こ
と
〉
な
る
べ
く
、

債
額
的
に
は
六
千
高
園
の
輪
出
正
一
千
高
闘
の
輸
入
と
を

y
ン
ク
す
る
こ
と
冶
な
る
。
何
れ
の
場
合
で
も
満
洲
岡



は
特
産
物
の
輪
出
を
確
保
せ
ら
れ
、
調
逸
闘
は
入
超
を
認
h

げ
る
こ
と
〉
な
る
。

か
く
の
如
〈
し
て
日
硝
聞
で
は
一
億
闘
封
二
千
寓
園
、
日
柑
聞
で
は
一
億
六
千
高
闘
劃
一
億
闘
、
渦
満
開
で
は

一
千
高
困
劃
六
千
高
岡
と
い
ふ
一
連
の
基
準
償
額
が
考
へ
ら
れ
る
。

い
ま
三
岡
聞
の
協
定
に
よ
っ
て
こ
の
基
準
債

額
ぞ
相
互
に
認
め
、

且
つ
之
に
卦
躍
す
る
伸
縮
債
額
お
よ
び
季
節
的
割
営
を
規
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
に
三
角
貿

易
協
定
は
成
立
す
る
わ
け
で
め
る
o

而
し
て
之
は
た
Y
従
来
の
事
・
買
を
ほ
Y

そ
の
ま
〉
に
認
め
ん
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
闘
枇
改
定
ま
に
は
割
堂
議
誕
の
却
さ
新
に
な
積
叫
倒
的
工
作
は
、
殆
ん

E
之
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ら
う

こ
の
時
h
d

ら
立
比
院
拘
ド
日
付
雄
主
少
町
、
隊

f
め
る
が
、

J
J
l
J
I
l
l
-
F
i
d
{
I
1
1
 :
;
町
リ
内
九
一
争
」
刻
、

中
l

¥
♂
ぃ
ド
日
正

iLド

五円岡山市
μ

洲
州
同
の
輸
出
確
保
の
ト
仁
め
に
白

闘
の
貿
易
求
償
川
村
営
放
棄
し
特
る
か
の
劫
と
、
細
部
闘
が
吉
岡
へ
mu
出
起
を
代
償
に
、
尚
例
閏
へ
の
貿
易
求
償
椎

を
放
棄
し
う
る
か
の
描
に
懸
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

回
、
三
角
決
潰
の
可
能
性

巌
密
な
る
意
味
に
お
け
る
三
角
貿
易
は
、
日
・
浦
・
摘
の
聞
に
は
斯
〈
の
如
〈
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
ま
〉
で
は

之
を
可
能
な
ら
し
な
る
保
件
を
兵
へ
て
ゐ
な
い
。
併
し
な
が
ら
最
初
に
出
意
し
た
る
が
如
く
、
三
角
貿
易
を
庚
く

解
す
る
な
ら
ば
、
園
際
牧
支
の
決
済
を
三
角
関
係
に
お
い
て
相
殺
す
る
の
方
法
を
色
意
味
し
、
従
来
の
自
由
貿
易

の
下
に
あ
っ
て
は
寧
ろ
こ
の
意
味
の
三
角
貿
易
が
問
題
と
さ
れ
て
来
た
。

い
ま
問
題
を
こ
の
意
味
に
解
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
果
し
て
日
疋
等
の
三
園
聞
に
成
立
し
う
る
か
ど
う
か
、

H
-
鴻
・
渇
一
一
一
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
巻

問

第

披

七



日
・
満
・
濁
三
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
四
十
二
巻

四

四

第

宮古

七

三
角
決
済
の
場
合
に
も
、
例
へ
ば
最
初
に
引
用
し
た
る
ロ
5
2
F
Z
の
如
〈
、
ゴ
一
闘
聞
の
決
済
を
問
題
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
三
園
の
聞
に
は
ほ

J

〉
三
角
貿
易
の
僚
件
I
F

」
同
様
の
傑
件
を
必
要
と
す
る
。
即
ち
同
じ
方
向
へ
の
同
じ

債
額
の
入
超
ま
た
は
出
超
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
B
岡
へ
の
耽
支
不
足
(
過
剰
)
を
、

C
闘
へ
の
牧
支
過
剰
(
不

足
)
に
よ
っ
て
相
殺
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

B
圃
へ
も
C
闘
へ
も
牧
支
不
足

(
過
剰
)

の
場
合
に
は
、

成
立
し
伴
な
い
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
町
一
〕
叫
「
口
口
氏
の
如
〈
¥
一
一
一
角
快
勝
営
も
っ
て
特
定
の
一
闘
の
問
題
と
し
、
他
の
多
数
の
入
坦
む
へ
の
収

文
不
足
を
多
数
の
出
超
先
へ
の
肱
文
過
剰
を
も
っ
て
決
梼
す
る
土
考
ふ
る
場
合
に
は
、

右
の
如
き
僚
件
b-
必
要
と

せ
?
、

た
Y
そ
の
特
定
闘
へ
の
入
超
諸
岡
と
出
超
諸
岡
と
あ
れ
ば
足
ち
る
。

然
る
に
い
ま
現
貨
に
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
具
躍
的
な
る
日
・
硝
・
猫
の
二
一
角
闘
係
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三

角
決
梼
の
意
味
は
、
杢
躍
と
し
て
は
戸
亡
、
G
d口
氏
の
き
ロ
ふ
が
如
き
意
味
で
は
め
h
，刊村守、

H
U
民
与
}
口
約
意
味
に
お

け
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
之
が
成
立
の
保
件
は
、
こ
の
場
合
に
も
前
の
=
一
角
貿
易
に
お
け
る
と
同
じ
〈
、

臆

は
快
如
し
て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の

然
し
な
が
ら
今
日
の
闘
際
決
構
は
、
特
定
の
二
閏
ま
た
は
三
国
聞
に
行
は
れ
る
も
の
で
な
く
、
綜
合
的
に
杢
鯉

と
し
て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
免
替
市
場
が
自
由
で
あ
る
限
り
は
、
日
・
満
・
猫
相
互
の
牧
支
闘
係
如
何
に

拘
ら
宇
、
相
互
の
決
梼
は
支
障
な
〈
行
は
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

吾
園
お
よ
び
満
洲
闘
に
お
い
て
も
局
替
管
理
は
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
極
め
て
低
皮
の
も
の
で
あ
っ



て
、
資
本
逃
避
の
防
止
守
主
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
商
品
貿
易
上
の
決
済
な
ら
ば
、
殆
ん
ど
魚
替
の
白
由
市

場
が
存
在
す
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
之
に
反
し
て
濁
逸
闘
に
み
つ
て
は
杢
〈
事
情
を
異
に
し
、
極
端
な
る
魚

替
管
理
を
貫
施
し
、
針
外
支
排
宇
佐
極
度
に
制
限
し
っ
、
あ
一
る
か
ら
、
こ
〉
で
は
入
超
先
へ
の
魚
替
を
得
る
こ
と
は

ま
す
/
¥
困
難
を
加
へ
つ
?
の
る
。
滴
滴
貿
易
は
前
述
の
如
く
著
し
き
片
貿
易
で
あ
り
、
か
つ
濁
逸
の
入
超
を
一
不

し
て
ゐ
る
か
ら
、
満
洲
闘
か
ら
の
輪
入
は
怨
替
取
得
の
困
難
の
た
め
に
阻
害
さ
れ
る
こ
と
冶
な
る
。
之
を
緩
和
す

る
た
め
に
、
揃
洲
悶
の
針
硝
轍
入
を
増
加
せ
し
め
ん
と
す
る
の
が
、
ド
イ
ヅ
側
の
主
張
す
る
所
で
あ
石
が
、
こ
れ
が

来
し
て
舟
替
困
難
の
打
解
の
た
め
で
あ
る
か
、
卸
ち
尚
洲
闘
か
ら
の
輸
入
の
維
持
ま
に
は
地
進
の
た
め
で
あ
る
か
、

或
は
調
逸
闘
か
ら
の
崎
出
を
培
法
せ
し
の
J
A
q

と
す
る
口
・
冗
に
す
い
三
な
い
か
法
問
題
で
あ
る
。
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3
引
く

ニ
イ

J
E
d
f
d

に
斜
山
間
u
h
品
川
可
の
周
雑
が
は
悶
J
L
b
d
ふ
な
fh'Hd
、
然
ム
ば
一
小
ハ
一
川
会
一
円
か
山
J
A
b
-
-

一
気
品
い
『
掛
は
い
イ
ヅ
在
中
心

μ
可
能
と

な
る
わ
け
で
あ
る
。

即
ち
濁
逸
聞
の
立
場
に
お
け
る
二
一
角
決
持
は
、

さ
き
の

Chum-R
口
氏
の
意
味
に
お
い
て
成
立
し
う
る
。

日
浦
問

の
聞
係
如
何
に
拘
ら
や
、
調
通
闘
は
卦
H
債
権
の
過
剰
を
色
っ
て
、
針
揃
債
務
の
過
剰
を
決
持
す
る
こ
と
が
出
来

る
か
ら
で
あ
る
。
五
回
闘
は
之

μ
よ
っ
て
劃
濁
債
務
の
約
宇
額
を
満
洲
闘
に
轄
掠
す
る
こ
と
〉
な
り
、
に
Y

さ
へ
入

超
先
の
満
洲
闘
に
劃
す
る
債
務
を
加
重
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
揃
洲
聞
は
之
に
よ
っ
て
針
濁
総
出
を
確
保
せ

ら
る
う
の
み
な
ら
す
、

ド
イ
ヅ
の
魚
替
制
限
よ
り
京
市
る
輸
出
上
の
障
害
を
除
去
し
て
、
恐
ら
く
劃
濁
轍
出
を
著
し

く
増
進
し
う
る
で
あ
ら
う
。

日
・
満
・
濁
一
一
角
貿
易
め
可
能
性
に
う
い
て

第
四
十
二
巻

四

五

第

盟主

f二



日
・
満
・
濁
=
一
角
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て

第
間
十
二
審

四
一
二
六

第

就

七
四

こ
の
協
定
の
成
否
は
主
と
し
て
猫
逸
側
の
事
情
に
依
存
す
る
。
樹
逸
側
の
提
案
が
、
忽
替
制
限
よ
り
来
る
封
揃

輸
入
制
限
の
緩
和
を
主
と
す
る
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
協
定
は
恐
ら
く
成
立
す
る
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
て
猫
逸
側

の
同
県
立
が
そ
の
輸
出
促
症
に
あ
る
な
ら
ば
、
之
に
よ
っ
て
捕
逸
は
何
等
の
輪
出
増
加
も
約
束
さ
れ
な
い
か
ら
、
協

定
成
立
は
恐
ら
〈
困
難
で
あ
ら
う
。
わ
れ
/
¥
は
寧
九
一
後
の
解
躍
を
採
る
か
ら
、
三
角
決
構
の
協
定
は
、
さ
き
の

ゴ
一
角
質
問
仰
の
協
aI
以
上
に
同
期
な
る

-r細
川
抱
一
Z
J

る
も
の
で
み
る
つ
事
寸
る
じ
一
一
一
向
貿
易
ま
た
は
一
一
一
角
決
桝
の
成
立

tま

一
見
す
る
特
に
は
簡
単
で
な
い
む
現
寅
に
そ
の
成
立
の
悼
伴
営
具
ふ
る
こ
と
は
寧
ろ
稀
で
あ
り
、
日
満
摘
の

場
合
も
た
Y
事
貨
の
ま
う
で
は
、
こ
の
位
。
件
を
具
へ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
間
に
之
を
成
立
せ
し
h
u

る
た
め
に

は
、
何
れ
の
聞
に
お
い
て
か
犠
牲
的
譲
歩
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。


